













































































立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
表１ 主要倉庫業者の経営状況 (連結ベース)
(単位：億円)
企業名 設立年 売上高 経常利益 純利益 自己資本 自己資本比率 (％)
三菱倉庫                           
三井倉庫                          
住友倉庫                          
日本トランスシティ                       
澁澤倉庫                       
ヤマタネ                       
ケイヒン                      
安田倉庫                       
東陽倉庫                      
中央倉庫                       
川西倉庫                     
(注) 売上高, 経常利益, 純利益は会社四季報による    年３月期予想値｡ 端数は四捨五入した｡
自己資本, 自己資本比率は    年９月末現在｡



















































































段 (第  回) 三菱倉庫｣ 『月刊ロジスティクス
・ビジネス』 ライノス・パブリケーションズ,    年  月号,   頁)｡
５) 各計画の概要については, 『新版日本倉庫業























倉庫, 住友倉庫, 澁澤倉庫, 川西倉庫, 東陽




































































輸 (  ％)・倉橋運輸 (  ％) の３社共同出
資により７), 菱倉作業 (株) が発足した｡
他の支店でも専属子会社が整備されていっ






























年に倉庫を建設 (    坪) した｡ 大阪支店
でも市営上屋の上部を活用して  年に安治川








し, 戸田には  年に 号倉庫 (    坪), 小
牧には  年に 号倉庫 (    坪), 翌年に 号倉庫 (    坪), 茨木には  年に２号倉










７) なお, 高浜運輸と倉橋海運 (倉橋運輸が  年






































































立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
９) 黒田勝彦編著 『日本の港湾政策－歴史と背景－』
成山堂書店,     年,   頁｡ なお, 名古屋港に
おいては名古屋港管理組合と海運企業６社が出



















































































る｡ いずれも竹中工務店が施工した｡ なお, 三
菱倉庫に関連する同社の施工実績については,
竹中工務店九十年史編纂プロジェクトチーム編
『竹中工務店九十年史』 同社,     年,    ‒   
頁, 竹中工務店社史編纂チーム編 『竹中工務店








の結果, １号館 (    坪) は  年９月の竣
工前に全館のテナントを確保することに成功
し, この成功を受けて, ２号館 (    坪)
と３号館 (    坪) も  年と  年に建設し
た｡ ２号館と３号館は１フロア１ユニットと










れ,   年に芝浦第二ビル (    坪) が竣工
し, 全館が物流センターとして大手アパレル
の樫山 (株) に賃貸された｡ その後  年には    坪の増築が行われた｡ 木造平屋建倉庫
を撤去しているため, 代替倉庫として芝浦 




























らに  年には, 輸入機械, パルプ, アルミ地




を,   年には 号倉庫 (    坪) も稼働さ
せた｡ 六甲アイランド地区にも進出し,   年





立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
  ) 三協運輸は,   年に港湾運送事業を主目的と
して藤木企業 (株) を母体に郵船, 三菱倉庫の
共同出資により横浜に設立され,   年に大阪商










































































なく, 日本 (郵船・大阪商船三井船舶), イギ
リス (   ・   ), 西ドイツ (ハパグロイド)
の５社が参画するトリオ・グループによって行
われたが, 神戸港のターミナル運営は, 郵船が

























































円,   年度    億円,    億円,   億円 (い





スと改称した (      ‒                           )｡  ) 日本経営史研究所編 『商船三井二十年史
(    ‒    )』 株式会社商船三井,     年,   

























































工) と新光大阪センタービル (  年竣工) を
建設した｡ 両建物はいずれも竹中工務店が施

















































































立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
  ) ３  に関する詳細は, 例えば木下雅幸 『詳






































































円, 営業利益   億円, 純利益  億円, リー
マンショック直後の  年度にもそれぞれ    




士物流 (株) を買収した  )｡ 同社は, 富士電
戦後日本における大手倉庫業者の経営展開    
  ) 日本プロロジスリート投資法人第９期 (    
年５月期) 決算説明会資料 (    年８月  日),  頁 (         ‒                   
‒        )｡  ) 各社の物流施設ブランド名は以下の通りであ
る｡ 野村不動産 (        ), 大和ハウス工業
( プロジェクト), 三井不動産 (    ), 三
菱地所 (  ロジパーク)｡  ) 日本プロロジスリート投資法人第  期 (    
年  月期) 決算説明会資料 (    年１月  日),  頁 (         ‒                   






















































































































で土地 (約     ㎡) と建物 (倉庫６棟・延
床面積約     ㎡) を    年に三菱重工業へ
売却する一方, 海部郡飛島村に代替用地約     ㎡を名古屋港管理組合より購入し, 翌    年に飛島配送センター (倉庫面積約     
㎡) を稼働させた｡ 自動車部品, 航空機部品,
戦後日本における大手倉庫業者の経営展開    
  ) 岡山宏之 ｢物流  解剖 (第５回) 三菱倉庫｣
『月刊ロジスティクス・ビジネス』     年８月
号,   ‒  頁｡  ) カーゴ・ジャパン編 『    年版 物流総覧』
同社,     年,    頁｡  ) 詳細は, 岡山宏之 ｢          アボット
ジャパン｣ 『月刊ロジスティクス・ビジネス』    年  月号,   ‒  頁を参照｡  ) 塩野義製薬株式会社・三菱倉庫株式会社 ｢物
流業務の受委託合意について｣ (    年１月  
日)｡











































































立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
  ) 医薬品物流に特化した約     ㎡の茨木４号
配送センターも建設中である (『第   期中間報












づき, この三者が表彰される｡ 詳細は, 日本建
設業連合会ホームページ (                           ) を参照｡  ) 三菱倉庫株式会社 『第   期中間報告書』 同
社,     年, ５頁｡ 第  回   賞特別賞を受
これらの投資を行った結果, 不動産施設の
規模は６大都市の合計で約  棟, 延床面積約  万坪にまで増加するに至った｡ 不動産事業
の拡大は業績にも表れており, 直近の    年
３月期決算では, 売上高全体の  ％を占める
に過ぎない不動産事業の営業利益 (   億)
が依然として物流事業の営業利益 (  億) を
上回る状況にある｡ 同社の場合,     年代か
ら  年代初めにかけて建設され, 減価償却が
進んだビルが長期的なメンテナンスを受けつ
つ現在でも安定した稼働を続けており  ), 利
益に貢献している｡ ただ, 旧倉庫用地の再開
発が中心であり, 用地を新規に取得して最適
な開発を行うデベロッパーとしての組織能力
が必ずしも充分に蓄積されていないことも否
定できないであろう｡
おわりに
戦後の三菱倉庫は, 所有庫の面積が戦前と
比べ大幅に減少していたため, 積極的な投資
を行い, 倉庫規模の拡充に注力した｡   年代
半ばに戦前ピーク時の水準を回復すると, 倉
庫整備と並行して不動産の有効活用に乗り出
した｡ 同社の所有地は都心に近接しており,
取得時期が早いため, 簿価も低かったものの,
オフィスビルの立地としては魅力に欠けると
いう重大な制約を伴っていた｡ そこで同社は,
当時大型化が進みつつあった電算機の設置需
要に着目し, ｢データセンタービル｣ という
ニッチ分野の事業化に果敢に踏み切り, 東京
ダイヤビルのプロジェクトを通じて独自のノ
ウハウを蓄積していった｡ 旧倉庫用地の有効
活用に重点を置き, 新規の用地取得を控えて
いたため, バブル崩壊後も財務体質を悪化さ
せることなく安定した不動産事業経営を実現
した｡
物流事業では, 同業他社とのサービスの差
別化が困難であるという制約の下, コンテナ
ターミナルでのオペレーター業務, 食品・飲
料の定温物流, 医薬品物流などに取り組み,
高付加価値化を推進していった｡     年前後
の段階では必ずしも充分な付加価値を産み出
すことができていなかったが, 近年ではとく
に高い水準の品質管理が要求される医薬品物
流に多くの経営資源を投入して重要な役割を
果たしており, 大手製薬会社向けの３  で
多数の実績を重ね, さらに物流の各段階にお
けるサービスの高付加価値化に向けた取り組
みも着実に進められている｡ しかし経済環境
が大きく変化する中, 物流事業・不動産事業
ともに課題を抱えているのが現状である｡ 物
流事業では大規模な３  案件への対応が課
題となっている｡ また不動産事業では, 簿価
の低い旧倉庫用地の再開発が一巡しているた
め, 旧倉庫用地以外の新規開発にも取り組み,
デベロッパーとしての能力を蓄積しつつ, 事
業を成長させていくことが求められているの
である｡
戦後日本における大手倉庫業者の経営展開    
賞した｡  )     年から    年にかけて東京ダイヤビル１
～４号館は, 竹中工務店により全棟一体での免
振工事を実施した (                                       )｡
